
TP-4Xピンチローラーベルト交換手順     
ピンチローラーベルトを交換する際は、下記の手順に従って行ってください。 

 

 警告 
⚫ 使用していたプリンタのサーマルヘッド周辺は、高温になっている場合がありますので注意してく

ださい。火傷の原因となることがあります。 

 注意 
⚫ サーマルヘッドとプラテンローラーを傷付けないよう注意してください。紙送り不良や印字不良の

原因となります。 

 
※必要工具・・・プラスドライバー（2番） ※持ち手から先端までが 200ｍｍ以上のもの 
        マイナスドライバー（先端幅 2ｍｍ程度） 
 

 
① プリンタの電源を切ります。 

 
 

② トップカバーを開きます。 
リボンがある場合は取り外してください。 
緑の樹脂のハンドルを下向きから平行にしてサイドプレートを開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ センサーブロックをピンチローラーカバーから外します。 
矢印の方向にスライドし、黒の丸い切欠き部分に来ると外れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

④ プラスドライバーでネジを外し、ローラー付きプレートを取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トップカバー 
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⑤ 奥側にあるネジを外す為、ピンチローラーを奥側の切欠きから手前に引きながら、 

矢印方向に引き上げ、プラスドライバーで奥側にあるネジを外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑥ プラスドライバーで 2ヶ所ネジを外し、ピンチローラーカバーを取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑦ ピンチローラーを固定しているバネを 2ヶ所外します。 
（黒の樹脂にバネの両サイドの輪が下から上に掛かっています。） 
ピンチローラーを取り外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑧ ピンチローラーの樹脂部品からピンチローラーベルトを 
マイナスドライバー小で取り外します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 



⑨ シャフト 2本を新しいピンチローラーベルトに中に入れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩ 樹脂部品に⑨のセットを取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑪ 新しいピンチローラーを逆の手順で取付けます。 
◆取付ける際の注意点◆ 
 
・ピンチローラーの黒の樹脂の切欠きに、本体にある白の樹脂が合う様に取付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ローラー付きプレートは、ローラー先端と差込み穴が Dカットになっているので、 
合わせてから差込み、樹脂の切欠きとプレートの切欠きをしっかり合わせて 
プレートが浮かない様にネジで取付けます。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

⑫ プリンタの電源を入れます。 
 
以上の作業で、ピンチローラーベルト交換作業が終了しました。 
実際にデータを転送して印字し、状態を確認して下さい。 

  


